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高野町の文
ぶん

化
か

第5章

各
かく

地
ち

区
く

の祭
まつ

りや行事◎
高野山　青

あ お

葉
ば

祭り（春）

６月の第２日曜日に行われる青葉祭りは、空
くう

海
かい

の誕
たん

生
じょう

を祝
いわ

う祭りです。高野山
の目にも鮮

あざ

やかな青葉のなか、花
はな

御
み

堂
どう

渡
と

御
ぎょ

や稚
ち

児
ご

行
ぎょう

列
れつ

、大
だい

師
し

音
おん

頭
ど

行
ぎょう

列
れつ

、ねぶたな
ど、いろいろな催

もよお

しが繰
く

り広げられます。

高野山　ろうそく祭り（夏）

８月13日、戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

の武
ぶ

将
しょう

や先
せん

祖
ぞ

のお墓
はか

が立ち並
なら

ぶ奥
おく

之
の

院
いん

の参
さん

道
どう

に、
約
やく

10万本のろうそくに火が灯
とも

され
ます。ろうそくの明かりに照

て

らされ
た参道は、とても幻

げん

想
そう

的
てき

です。

高野山　明
みょう

神
じ ん

社
し ゃ

秋
しゅう

季
き

大
た い

祭
さ い

（秋）

空
くう

海
かい

が高野山を開
ひら

くとき、山の神
かみ

である丹
に

生
う

明
みょう

神
じん

から土地を授
さず

かりました。高野山の壇
だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

には丹
に

生
う

明
みょう

神
じん

がまつられている御
み

社
やしろ

がありま
す。秋には土地を授

さず

かった感
かん

謝
しゃ

の意
い

味
み

をこめて、
ふだんは勧

かん

学
がく

院
いん

に納められている神
み

輿
こし

が壇
だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

に運
はこ

び出され、御
み

社
やしろ

から街中を巡
めぐ

ります。根
こん

本
ぽん

大
だい

塔
とう

ではもち投
な

げもあり、中学
生、高校生など住

じゅう

民
みん

がたくさん参
さん

加
か

してにぎわいます。

高野山　修
し ゅ

正
しょう

会
え

（冬）

正月三が日には金
こん

堂
どう

と奥
おく

之
の

院
いん

灯
とう

籠
ろう

堂
どう

で、１月５
日には根本大

だい

塔
とう

で、修
しゅ

正
しょう

会
え

が行われます。これは、
新しい年が幸

しあわ

せで豊
ゆた

かな年になるようにお願
ねが

いす
るもので、多くの僧

そう

侶
りょ

が出
しゅっ

席
せき

し、一同で祈
いの

ります。

花
は な

坂
さ か

　鬼
お に

もみ（夏）

毎年８月15日に、花
はな

坂
さか

の鳴
なる

川
かわ

神
じん

社
じゃ

で鬼
おに

もみが行われます。これは、わざわい
を払

はら

い、住民の安全を祈
いの

るためのものです。また、雨乞
ご

いの儀
ぎ

式
しき

でもあります。
鬼
おに

もみの「もみ」とは上下にゆさぶるという意
味です。一人の鬼

おに

を大
おお

勢
ぜい

の若
わか

者
もの

が追
お

いかけて捕
と

らえ、その鬼
おに

を
大きな「榊

さかき

の木」にのせて「も
む」祭りです。昔

むかし

から行われて
いますが、いつ頃

ごろ

から始
はじ

められ
たのか、明

あき

らかではありません。

細
ほ そ

川
か わ

　傘
か さ

ほこ祭り（夏）

毎年８月16日に、傘ほこ祭りは細川の八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

で行われ
ます。これは、東細川と西細川を含

ふく

めた細川全
ぜん

体
たい

で行われる
祭りです。直

ちょっ

径
けい

２ｍ近い大きな傘
かさ

ほこと笹
ささ

竹
たけ

を持
も

った鬼
おに

が境
けい

内
だい

を回り、雨乞
ご

いや疫
えき

病
びょう

退
たい

散
さん

を祈
いの

ります。
傘
かさ

ほこには1863（文
ぶん

久
きゅう

３）年６月の日
ひ

付
づけ

が、傘
かさ

ほこの幕
まく

を入
れている箱

はこ

には1803（享
きょう

和
わ

３）年10月の日付がそれぞれ記され
ていることから、すでに江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

末
まっ

期
き

にはこの祭りが行われていたと思われます。
祭りでは、傘

かさ

ほこの中に鬼
おに

が入り神前まで移
い

動
どう

します。鬼
おに

は「ヨーソロイ」と言いながら扇
せん

子
す

で
笹
ささ

竹
たけ

を叩
たた

いて、傘
かさ

ほこと神前を行ったり来たりし
ます。最

さい

後
ご

に、祭りを見に来た人たちは、細川の
区長から鬼

おに

の面
めん

を頭の上にささげてもらいます。

金
こん

堂
どう

稚
ち

児
ご

行
ぎょう

列
れつ

ろうそくが並
なら

ぶようす

中学生にかつがれる神
み

輿
こし

花
はな

御
み

堂
どう

渡
と

御
ぎょ

ねぶた

置
お

き灯
とう

篭
ろう

鬼
おに

鬼
おに

傘
かさ

ほこ

鬼
おに

もみ

傘
かさ

ほこ祭り
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大
お お

滝
た き

大
おお

滝
たき

の秋
あき

祭
まつ

りでは、大
おお

滝
たき

丹
に

生
う

神社の本
ほん

殿
でん

前から石
いし

段
だん

下に向けてもち投げが行わ
れます。

筒
つ つ

香
が

上
かみ

筒
つつ

香
が

や中
なか

筒
つつ

香
が

と下
しも

筒
つつ

香
が

では、それぞれ
の丹

に

生
う

神社で秋祭りが行われます。地
ち

域
いき

の
人びとは、柿

かき

の葉
は

寿
ず

司
し

などのごちそうを持
も

ち寄
よ

り、みんなで食べて楽しみます。神社
では豊

ほう

作
さく

を願
ねが

ってもち投げも行われます。

富
ふ

貴
き

東
ひがし

富
ふ

貴
き

と西
にし

富
ふ

貴
き

では、それぞれの神社で神事がとり行われ、神
み

輿
こし

とだんじりが
集
しゅう

落
らく

を巡
めぐ

ります。神
み

輿
こし

は名
な

迫
さこ

明
みょう

神
じん

社
じゃ

にも立ち寄
よ

ります。これは江
え

戸
ど

時代に起きた
ききんで、名

な

迫
さこ

氏が年
ねん

貢
ぐ

に苦しむ富
ふ

貴
き

の人びとを救ったことに感
かん

謝
しゃ

して始まった
ことです。

秋祭
ま つ

り（秋）

秋には、農作物の収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

する秋祭りが高野町
内の各

かく

地
ち

区
く

で行われます。祭りでは、神仏にお供え
したもちのおすそ分けにもち投

な

げが開
かい

催
さい

され、みん
なが楽しみます。

西
に し

郷
ご う

西
にし

郷
ごう

の西
にし

郷
ごう

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

では、半切りという、
たらいの形をした底

そこ

の浅
あさ

い大きなおけに、た
くさんのもちを入れ、神様に供

そな

えます。その
後、もち投

な

げが行われます。

湯
ゆ

川
か わ

湯川では、丹
に

生
う

神社と耳神社の境
けい

内
だい

から、
旧湯川小学校校

こう

庭
てい

に向
む

かってもちが投げられ、
みんながおすそ分けをいただきます。

西
に し

ヶ
が

峰
み ね

、南
みなみ

、林
はやし

、平
ひ ら

原
は ら

、樫
か し

原
は ら

西ヶ峰、南、林、平原、樫原では、５地区
の氏神としてまつっている西

にし

又
また

丹
に

生
う

神社（西
にし

又
また

神社）で秋祭りを行います。神前には、塩
サバが供えられ、神事が終わると焼いてみん
なで食べます。

相
あ い

ノ
の

浦
う ら

相
あい

ノ
の

浦
うら

では、集
しゅう

落
らく

の人が太
たい

鼓
こ

や鼓
つづみ

などを使って合
がっ

奏
そう

し、神
み

子
こ

舞
まい

が行わ
れます。

半切り

西
にし

郷
ごう

八
や

幡
はた

神社

湯
ゆ

川
かわ

丹
に

生
う

神社

西
にし

又
また

丹
に

生
う

神社（西又神社）

相
あい

ノ
の

浦
うら

丹
に

生
う

神社

大
おお

滝
たき

丹
に

生
う

神社

上
かみ

筒
つつ

香
が

丹
に

生
う

神社

神
み

輿
こし

だんじり

富
ふ

貴
き

の秋祭りのようす

中
なか

筒
つつ

香
が

　丹
に

生
う

神社
下
しも

筒
つつ

香
が
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～大
お お

滝
た き

～（大
お お

滝
た き

）

高野山高
たか

室
むろ

院
いん

には大
だい

聖
しょう

阿
あ

闍
じゃ

梨
り

という、みんなの幸
しあわ

せを
願って人びとのところへ行き、幸せを祈

いの

ったお坊
ぼう

さんが
いました。このお坊

ぼう

さんは、弁
べん

財
ざい

天
てん

女
にょ

が姿
すがた

を変
か

えたもの
といわれていました。
あるとき、天女や弁

べん

財
ざい

天
てん

、十
じゅう

五
ご

童
どう

子
じ

が宝
たから

船
ぶね

に乗
の

って空
からお坊

ぼう

さんのところに下りてきて、たくさんの宝
ほう

物
もつ

を
持ってきました。帰るとき、十五童子のうち、印

いん

鑰
やく

童
どう

子
じ

ひとりだけが、高野山の南にある大
おお

滝
たき

に留
とど

まりました。
それ以

い

来
らい

、土地の人たちは大
おお

滝
たき

に弁
べん

財
ざい

天
てん

をおまつりする
ようになったといわれています。　

～細
ほ そ

川
か わ

の御
お み

鬮
く じ

石
い し

～（細川）

八坂神社には江
え

戸
ど

時代からある「御
おみ

鬮
くじ

石
いし

」が残され
ています。この石を持ち上げたとき、重

おも

さの感じ方
よって、お願

ねが

いしたことがかなうか、かなわないかを
確
たし

かめることができるといわれています。

～神
か み

谷
や

のにぎわい～（西
に し

郷
ご う

）

昔、神
かみ

谷
や

には、昼食をとったり休けいをしたりする宿
やど

屋
や

がたくさんありました。
花
はな

屋
や

、花のや、花市といった宿屋があり、中でも花市は200人もの人が宿
しゅく

泊
はく

でき
たようです。
高野山で法

ほう

要
よう

を済
す

ませた後の精
しょう

進
じん

あげのようすを「高野
は清

しょう

浄
じょう

心
しん

、神
かみ

谷
や

は花屋、
河
か

根
ね

の布
ほ

袋
てい

屋
や

のおかのさ
ん、高野雪ふりゃ、神

かみ

谷
や

はあられ、河
か

根
ね

はきよめ
の雨がふる」と、歌って
いたと古

こ

老
ろう

がいい伝えて
います。

伝
でん

承
しょう

◎
地

ち

域
い き

に残
の こ

る昔
むかし

話
ばなし

～鳴
な る

川
か わ

大
だ い

明
みょう

神
じ ん

～（花
は な

坂
さ か

）

花坂の氏
うじ

神
がみ

である鳴
なる

川
かわ

大明神の御
ご

神
しん

体
たい

は、高野山
の西から流

なが

れでる鳴
なる

戸
こ

川によって、花坂に流れ着
つ

い
たといわれています。鳴川
大明神は「白

しら

鬮
くじ

明
みょう

神
じん

」とも
呼
よ

ばれ、高野山のお坊
ぼう

さん
はこの神

かみ

様
さま

に祈
いの

れば、講
こう

釈
しゃく

を免
めん

除
じょ

されました。

～耳
み み

神
が み

さま～（湯
ゆ

川
か わ

）

湯
ゆ

川
かわ

の丹
に

生
う

神社のそばに、耳神
大明神が祭

まつ

られています。耳の具
ぐ

合
あい

がよくない人は、「ぞうり」や
「わらじ」を木の枝

えだ

にかけて祈
いの

れ
ば、よくなるといわれています。

～佐
さ

久
く

間
ま

信
の ぶ

盛
も り

～（相
あ い

ノ
の

浦
う ら

）

織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

（1534～1582）の
部
ぶ

下
か

であった戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

の武
ぶ

将
しょう

佐
さ

久
く

間
ま

信
のぶ

盛
もり

（1528？～1582）
は、信

のぶ

長
なが

を怒
おこ

らせたことによ
り、追

つい

放
ほう

された高野山で暮
く

ら
すことになりました。しかし、
奉
ほう

公
こう

人
にん

が仕事をやめて去って
しまったため、高野山を出て相

あい

ノ
の

浦
うら

でしばらく移り住
す

んだよ
うです。

鳴
なる

川
かわ

神
じん

社
じゃ

大
おお

滝
たき

善
ぜん

女
にょ

龍
りゅう

王
おう

堂
どう

（昔の弁
べん

財
ざい

天
てん

社
しゃ

）

神
かみ

谷
や

のようす神
かみ

谷
や

を通る京
きょう

大
おお

坂
さか

道
みち

佐
さ

久
く

間
ま

信
のぶ

盛
もり

の屋
や

敷
しき

のようす　「紀
き

伊
の

国
くに

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

」より

奉
ほう

納
のう

された「ぞうり」や「わらじ」

鳴
なる

川
かわ

大
だい

明
みょう

神
じん

、文
もん

珠
じゅ

大
だい

菩
ぼ

薩
さつ

縁
えん

起
ぎ

（花
はな

坂
さか

地
ち

区
く

）

講
こう

釈
しゃく

書物の内容や語句の意味などを説明
すること

ぞうり

わらじ

わらやい草などで編
あ
まれ、鼻

はな

緒
お
をすげてある履

はき
物
もの
のこと

足首を固
こ
定
てい
するわらおという

長い紐
ひも
が付いているもの
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～野
の

平
び ら

子
こ

～（上
か み

筒
つ つ

香
が

）

上
かみ

筒
つつ

香
が

の集
しゅう

落
らく

から南の方
ほう

向
こう

に白
しら

石
いし

谷
だに

があり、そこから少し上
じょう

流
りゅう

に優
ゆう

女
じょ

が滝
たき

があ
ります。４メートルほどのゆるやかな滝で、大昔、丹

に

生
う

明
みょう

神
じん

がこの滝
たき

をお登
のぼ

りに
なられた、顔を洗

あら

われた、といわれています。その少し上
かみ

手
て

には、野
の

平
びら

子
こ

（古）
という盆

ぼん

地
ち

があり、筒
つつ

香
が

がここから始まったといわれています。

～杖
つ え

ヶ
が

薮
や ぶ

の井
い

戸
ど

～（杖
つ え

ヶ
が

薮
や ぶ

）

杖
つえ

ヶ
が

薮
やぶ

では水をくむために谷まで行かなけれ
ばならず、不

ふ

自
じ

由
ゆう

をしていました。その杖
つえ

ヶ
が

薮
やぶ

で、空
くう

海
かい

は杖
つえ

の先を使って井戸を堀
ほ

り当てまし
た。その井戸水は清

きよ

らかで、「加
か

地
じ

水
すい

」と呼
よ

ば
れています。そして、不

ふ

思
し

議
ぎ

なことに空海が投
げて置

お

かれたその杖
つえ

から枝
えだ

葉
は

が出てきて、つい
には薮

やぶ

になったといわれています。ここから
杖
つえ

ヶ
が

薮
やぶ

の名が付いたといわれています。

～東
ひがし

又
ま た

のお札
ふ だ

～（東
ひがし

又
ま た

）

節
せつ

分
ぶん

のときに、悪
わる

者
もの

が東
ひがし

又
また

へ入ってこないよ
うに「オニ」というまよけのお札を作りました。
それを水にぬれないように、わった竹の中に入
れ、東

ひがし

又
また

への入口各
かく

所
しょ

に立てました。

～子
こ

安
や す

地
じ

蔵
ぞ う

～（樫
か し

原
は ら

）

樫
かし

原
はら

の子安には地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

があり、子安地
じ

蔵
ぞう

と呼
よ

ば
れています。子安地

じ

蔵
ぞう

は妊
にん

婦
ぷ

の安
あん

産
ざん

を守
まも

ってくれ
るそうです。昔、お盆

ぼん

には、たくさんの人が集
あつ

まって、地
じ

蔵
ぞう

の周
しゅう

囲
い

を回りながら踊
おど

ったようです。

～へこなし踊
お ど

り～（林
はやし

、南
みなみ

、西
に し

ヶ
が

峰
み ね

）

林、南、西
にし

ヶ
が

峰
みね

地
ち

区
く

では、へこなし踊
おど

りという盆
ぼん

踊
おど

りがありました。この踊
おど

り
は近くの町村にまで名が知られ、高

こう

齢
れい

者
しゃ

も若
わか

者
もの

も、男
だん

性
せい

も女
じょ

性
せい

も遠
とお

くから集まっ
てきて、夜明けまで踊

おど

り続
つづ

けたそうです。
深
ふか

い谷やけわしい山があるこれらの里には、源
げん

平
ぺい

の戦
たたか

いで敗
やぶ

れた平
へい

家
け

の人たち
が逃

のが

れてきて、住
すみ

み着
つ

いたそうです。この踊
おど

りは、これらの里にかくれ住んだ平
家の人たちが、平家が再

ふたた

び栄
さか

えるようにとの願いをこめて始
はじ

められたものだとい
ういい伝

つた

えがあります。

弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

をまつる祠
ほこら

「谷の井
い

のお大
だい

師
し

さん」

東又からの風景

1729（享
きょう

保
ほう

14）年の筒
つつ

香
が

の絵図（上
かみ

筒
つつ

香
が

区
く

有
ゆう

文
もん

書
じょ

）

加
か

地
じ

水
すい

神仏の不
ふ
思
し
議
ぎ
な力で病気を治したり、災

わざわ
いを

除
のぞ
くことができる水のこと

地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

　（樫
かし

原
はら

〔子
こ

安
やす

〕）

　
　

●
此
色
上
村
（
上
筒
香
）

　
　

●
此
色
中
村
（
中
筒
香
）

　
　

●
此
色
下
村
（
下
筒
香
）

　
　

●
此
色
道

　
　

●
此
色
境
目
筋

享
保
十
四
酉
年

享
保
十
四
年　

井
上
河
内
守
様
江
差
上

候高
野
領
筒
香
三
ヶ
村
立
合
際
目
朱
引

扣
絵
図

野
の

平
びら

子
こ
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～明
みょう

神
じ ん

岩
い わ

～（下
し も

筒
つ つ

香
が

）

狩
かり

場
ば

明
みょう

神
じん

が馬に乗
の

ってやってくる途
と

中
ちゅう

、大
だい

蛇
じゃ

に追
お

われ小さい石の上に乗りまし
た。「わしの命

いのち

を助
たす

けてくれ」とおがんだところ、その小さな石がむくむくと大
きくなり、大

だい

蛇
じゃ

に食べられずにすんだそうです。その石が明神岩です。岩にある
くぼみは、狩場明神が乗った馬の足あとだといわれています。

～富
ふ

貴
き

の年
ね ん

貢
ぐ

～（富
ふ

貴
き

）

富
ふ

貴
き

は高野山の寺
じ

領
りょう

でした。富
ふ

貴
き

の人は納
おさ

める年
ねん

貢
ぐ

米をかついだり背
せ

負
お

ったり
して、汗

あせ

を流
なが

しながら高野山へ運
はこ

びました。しかし、納
おさ

めた年
ねん

貢
ぐ

米が足りないこ
とがありました。それは、高野山では富

ふ

貴
き

の枡
ます

よりも大きい枡
ます

を使
つか

っていたから
です。再

ふたた

び長い道のりを歩いて戻
もど

り、
仕方なく足りない分を納

おさ

めたそうです。
高野山は領

りょう

地
ち

を治
おさ

める力が強かったた
め、「泣

な

く子と地頭（高野山）には勝
か

てない」といい伝
つた

えられていました。

～西
さ い

行
ぎょう

（1118年～1190年）～

西
さい

行
ぎょう

は武
ぶ

士
し

であり、僧
そう

侶
りょ

、歌
か

人
じん

でもあります。長らく高野山に滞
たい

在
ざい

したといわ
れています。昔、壇

だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

の蛇
じゃ

腹
ばら

路
みち

の西側に霊
りょう

山
ぜん

院
いん

というお寺がありました。西
さい

明
みょう

神
じん

岩
いわ

『紀
き

伊
い

続
しょく

風
ふ

土
ど

記
き

』より

行
ぎょう

はそこに住み、毎日近くの三
さん

昧
まい

堂
どう

に通ってお勤
つと

めをしていたそうです。三
さん

昧
まい

堂
どう

前のヤマザクラは
西
さい

行
ぎょう

が手植えしたといわれ、「西
さい

行
ぎょう

桜
ざくら

」と呼
よ

ばれ
るようになりました。毎年見事な花を咲

さ

かせてい
ます。
　

～豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

（1537年～1598年）～

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

は戦国時代から安
あ

土
づち

、桃
もも

山
やま

時代にかけて活
かつ

躍
やく

した武
ぶ

将
しょう

です。1594
（文

ぶん

禄
ろく

3）年、秀
ひで

吉
よし

は亡
な

き母の三
さん

回
かい

忌
き

追
つい

善
ぜん

供
く

養
よう

のために、高野山を訪
おとず

れました。
高野山からの帰

き

途
と

は、高野参
さん

詣
けい

道
みち

黒
くろ

河
こ

道
みち

（黒
くろ

河
こ

道
みち

）を通ったと伝えられています。
黒
くろ

河
こ

道
みち

は高野参
さん

詣
けい

の主
しゅ

要
よう

な道のひとつでした。黒
くろ

河
こ

道
みち

には、秀
ひで

吉
よし

が馬で駆
か

け下り
たといわれる「太

たい

閤
こう

坂
ざか

」や丹
に

生
う

川を馬で渡
わた

ったとされる「太
たい

閤
こう

の馬
うま

渡
わた

し」、馬の
沓
くつ

を履
は

き替
か

えたといわれる「沓
くつ

場
ば

」などが伝
でん

承
しょう

されています。

～松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（1644年～1694年）～

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は俳
はい

人
じん

です。「父
ちち

母
はは

のしきりに恋
こ

いし雉
き

子
じ

の声
こえ

」と
いう句

く

を残しています。奥
おく

之
の

院
いん

参
さん

道
どう

にその句
く

碑
ひ

があります。
1688（貞

じょう

享
きょう

5）年、父親の三十三回忌
き

を終え、高野山にやっ
てきて、父親や母親のことを思い起

お

こして詠
よ

んだといわれてい
ます。
　　

～斉
さ い

藤
と う

茂
も

吉
き ち

（1882年～1953年）～                                         

斉
さい

藤
とう

茂
も

吉
きち

は歌
か

人
じん

です。1925（大
たい

正
しょう

14）年に高野山にやってきました。奥
おく

之
の

院
いん

の護
ご

摩
ま

堂
どう

にある厄
やく

除
よ

けのお大師様といわれる木
もく

像
ぞう

を見て、「空海のまだ若かりし
像
ぞう

を見て　われ去
さ

りかねき　今のうつつに」と詠
よ

んだといわれています。

～谷
た に

崎
ざ き

潤
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

（1886年～1965年）～

谷
たに

崎
ざき

潤
じゅん

一
いち

郎
ろう

は小説家です。1922（大正11）年と1931（昭
しょう

和
わ

6）年に高野山
に滞

たい

在
ざい

しました。滞
たい

在
ざい

中、『盲
もう

目
もく

物
もの

語
がたり

』を執
しっ

筆
ぴつ

したそうです。また、金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

前
での盆

ぼん

踊
おど

りに参
さん

加
か

して楽しんだともいわれています。

西
さい

行
ぎょう

桜
ざくら

芭
ば

蕉
しょう

句
く

碑
ひ

高
こう

野
や

枡
ます

室
むろ
町
まち
時代頃

ごろ
の高

こう
野
や
山
さん
麓
ろく
で使われる枡

ます
は、地

ち
域
いき
によって多種多

様の大きさでした。
1396（応

おう
永
えい
３）年、高野山寺領

りょう
の官

かん
省
しょう
符
のふ
荘
しょう
（紀

き
伊
いの
国
くに
伊
い
都
と
郡
ぐん

にあった高野山の荘
しょう
園
えん
のこと）では、枡

ます
に

入る量を統
とう
一
いつ
するため、この荘

しょう
園
えん
で使う共

通の大きさの高
こう
野
や
枡
ます
が作られました。
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文
ぶん

化
か

財
ざい

◎
高野町の文化財

ざ い

2021（令
れい

和
わ

３）年５月31日現
げん

在
ざい

、高野町に
は272件

けん

（国指
し

定
てい

208件
けん

、県
けん

指定42件
けん

、町指
定２件

けん

、国登
とう

録
ろく

20件
けん

）の文化財
ざい

が指定、登録
されています。重

じゅう

要
よう

文化財
ざい

のお堂
どう

も多く残され、
仏
ぶつ

像
ぞう

や仏
ぶつ

画
が

など信
しん

仰
こう

に関
かん

連
れい

する美
び

術
じゅつ

工
こう

芸
げい

品
ひん

も多
く受け継

つ

がれています。
これらの文化財

ざい

のほとんどが、高野山に残
のこ

されています。これは、空
くう

海
かい

が高野
山を開

ひら

いてから、信
しん

仰
こう

が長く受
う

け継
つ

がれ、土地が整
ととの

えられ、山林が守
まも

られてきた
からです。
大切な文化財

ざい

を火
か

災
さい

から守るため、お
堂
どう

のまわりにはドレンチャーという消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

が設
せっ

置
ち

されています。また、毎年文
化財

ざい

防
ぼう

火
か

デーには消
しょう

防
ぼう

車による啓
けい

発
はつ

パ
レードや壇

だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

での消火訓練などが行
われ、日頃

ごろ

から火
か

災
さい

に備
そな

えられています。

阿
あ
弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
をはじめとする諸

しょ
尊
そん
が飛

ひ
雲
うん
に乗

の
り、往

おう
生
じょう
者
しゃ
のもとへ来

らい
迎
ごう
するようすが描

えが
かれて

います。

孔
く
雀
じゃく
明王は毒

どく
蛇
へび
を食べるという孔

く
雀
じゃく
を尊
そん
厳
げん
化した

明王で、災
わざわ
いを退

しりぞ
け息
そく
災
さい
・安
あん
楽
らく
をもたらすといわれ

ています。

静
じょう
覚
かく
入
にゅう
道
どう
親
しん
王
のう
（1439年～1503年）は、室

むろ
町
まち
時代

後期の親
しん
王
のう
（天
てん
皇
のう
の子）です。応

おう
仁
にん
の乱
らん
による戦

せん
乱
らん
と

荒
こう
廃
はい
から逃

のが
れるため、高野山の光

こう
臺
だい
院
いん
に入りました。

その後、花
はな
坂
さか
に住み生

しょう
涯
がい
を閉じたといわれています。

阿
あ

弥
み

陀
だ

聖
しょう

衆
じゅ

来
らい

迎
ごう

図
ず

（三
さん

幅
ぷく

　絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

　平
へい

安
あん

時代　有
ゆう

志
し

八
はち

幡
まん

講
こう

）（国
こく

宝
ほう

）

孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

像
ぞう

（一
いっ

躯
く

　木
もく

造
ぞう

　鎌
かま

倉
くら

時代　金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

）（重
じゅう

要
よう

文化財
ざい

）

蓮
はす

池
いけ

への放
ほう

水
すい

啓
けい

発
はつ

パレード

不
ふ

動
どう

堂
どう

御
み

影
え

堂
どう

不
ふ

動
どう

堂
どう

（国
こく

宝
ほう

）
花
はな

坂
さか

の御
お

室
むろ

御
ご

陵
りょう

（静
じょう

覚
かく

入
にゅう

道
どう

親
しん

王
のう

の墓
ぼ

所
しょ

）伝
でん

承
しょう

地
ち

（高野町指
し

定
てい

の文化財
ざい

）

消火設
せつ

備
び

ドレンチャー作動のようす
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高野町郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

室
し つ

高野町郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

室
しつ

には昭和50年代から収
しゅう

集
しゅう

された
高野町内の民

みん

具
ぐ

約600点が、民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

として保
ほ

管
かん

され
ています。大きいものでは木

もく

製
せい

の消
しょう

防
ぼう

ポンプやふいご
など、小さいものでは皿

さら

や徳
とく

利
り

などがあります。また、
いろいろな大きさや形のノコギリも
あり、用

よう

途
と

による違
ちが

いがわかります。
さらに、名

な

迫
さこ

家
け

文
もん

書
じょ

も保
ほ

管
かん

されて
います。2000（平成12）年度

ど

から
始まった町

ちょう

史
し

編
へん

纂
さん

事
じ

業
ぎょう

において、富
ふ

貴
き

の名
な

迫
さこ

家
け

文
もん

書
じょ

の調
ちょう

査
さ

が行われまし
た。調

ちょう

査
さ

後、名
な

迫
さこ

家
け

文
もん

書
じょ

は高野町に寄
き

贈
ぞう

されました。
約7,000点もの古

こ

文
もん

書
じょ

が保
ほ

管
かん

されています。富
ふ

貴
き

の歴
れき

史
し

がわかる大切なものです。

高野山大学図書館
か ん

高野山大学図書館は1898（明
めい

治
じ

31）年に
創
そう

設
せつ

されました。現
げん

在
ざい

の図書館は、1929
（昭和４）年に完

かん

成
せい

したもので、設
せっ

計
けい

は「関
かん

西
さい

近代建
けん

築
ちく

の父」と呼ばれる武
たけ

田
だ

五
ご

一
いち

氏
し

によ
るものです。この他に、武田氏は壇

だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

に
ある根

こん

本
ぽん

大
だい

塔
とう

や金
こん

堂
どう

の設
せっ

計
けい

も行いました。こ
の図書館は1998（平成10）年に国の登録有
形文化財

ざい

に登録されています。
高野山大学図書館は、約30万冊

さつ

の仏
ぶっ

教
きょう

書を収
しゅう

蔵
ぞう

し、公開
しています。そのう
ち約10万冊は、各
地の寺院から寄

き

託
たく

・
寄
き

贈
ぞう

されたものです。

資
し

料
りょう

◎
金
こ ん

剛
ご う

峯
ぶ

寺
じ

金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

は高野山真
しん

言
ごん

宗
しゅう

の総
そう

本
ほん

山
ざん

の寺院です。
1869（明

めい

治
じ

２）年に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が建
こん

立
りゅう

した
青
せい

巖
がん

寺
じ

と興
こう

山
ざん

寺
じ

が合
がっ

併
ぺい

し、寺
じ

号
ごう

を金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

と
改
あらた

められました。境
けい

内
だい

の東半部には旧
きゅう

青
せい

巖
がん

寺
じ

の建
たて

物
もの

が残
のこ

っています。旧
きゅう

青
せい

巖
がん

寺
じ

を構
こう

成
せい

する
建
たて

物
もの

は大
だい

主
しゅ

殿
でん

、奥
おく

書
しょ

院
いん

、経
きょう

蔵
ぞう

、鐘
しょう

楼
ろう

、真
しん

然
ぜん

堂
どう

、
護
ご

摩
ま

堂
どう

、山
さん

門
もん

、会
え

下
か

門
もん

、かご塀
べい

の９棟
むね

があ
り、これらは和

わ

歌
か

山
やま

県
けん

指
し

定
てい

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

と
なっています。

高野山霊
れ い

宝
ほ う

館
か ん

高野山霊
れい

宝
ほう

館
かん

は1921（大正10）年に開
かい

館
かん

し
ました。国宝、重

じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

指
し

定
てい

文化
財
ざい

など約
やく

８万点が収
しゅう

蔵
ぞう

される博
はく

物
ぶつ

館
かん

施
し

設
せつ

です。
公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

高野山文化財
ざい

保
ほ

存
ぞん

会
かい

が運
うん

営
えい

してい
ます。
1961（昭

しょう

和
わ

36）年には大
だい

宝
ほう

蔵
ぞう

と呼
よ

ばれる収
しゅう

蔵
ぞう

庫
こ

が増
ぞう

設
せつ

され、1984（昭和59）年、2003
（平

へい

成
せい

15）年と続
つづ

いて、近
きん

代
だい

的
てき

な収
しゅう

蔵
ぞう

庫が設
せつ

立
りつ

されました。
紫
し

雲
うん

殿
でん

、玄
げん

関
かん

・北
ほく

廊
ろう

・中
なか

廊
ろう

、放
ほう

光
こう

閣
かく

、南
みなみ

廊
ろう

及
および

西
にし

廊
ろう

、宝
ほう

蔵
ぞう

は、1998（平成10）年に国の登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文化財
ざい

になりました。
高野山霊

れい

宝
ほう

館
かん

は「山の正
しょう

倉
そう

院
いん

」と称
しょう

され、
2021（令

れい

和
わ

３）年には創
そう

立
りつ

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えまし
た。

登録有形文化財
ざい

登録有形文化財
ざい
は、文化財

ざい
登録制

せい
度
ど
に基

もと
づいて、

主に近代に建
けん
造
ぞう
、製

せい
作
さく
された建

けん
造
ぞう
物
ぶつ
のなかで、

50年を経
けい
過
か
し一

いっ
定
てい
の評

ひょう
価
か
を得

え
たものを文化財

ざい

として国が登録し、保
ほ
存
ぞん
や活用が促

うなが
されるもの

です。

高野山霊
れい

宝
ほう

館
かん

金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

閲
えつ

覧
らん

室
しつ

図書館の天
てん

井
じょう

図書館全景

名
な

迫
さこ

家
け

文
もん

書
じょ

せん のこぎり

入口

高野町郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

室
しつ
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